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北海道大学農学部演習林研究報告第50巻第2号 207-218(1993) 

シラカンパの地上部器官量の推定

渋谷正人・松田 彊

Biomass Estimations of Aerial Organs of N atural White Birch Trees 

by 

Masato SHIBUY A・andKyo MA  TSUDA * * 

要 旨

207 

天然生のシラカンパの個体サンプリングを行ない，個体幹材積，枝重，葉重の推定式を求

めた。個体幹材積は胸高直径と樹高を変数とした相対成長関係から精度よく推定可能であった。

従来推定しづらい器官であるとされていた枝重と葉重は，胸高直径と樹高と樹冠長を独立変数

とした重回'掃により求めることができ，比較的容易に測定可能な因子から推定できることが明

らかとなった。樹冠部器官量に対しては，胸高直径と樹冠長は正の偏相闘があり，樹高は生枝

下高の相対的な位置を決定する要因として作用することが認められた。シラカンパ林の平均林

分葉量は，落葉広葉樹林の基本葉量とほぼ同じであった。またシラカンパに関して，胸高直径

と樹高を変数とする立木幹材積表と，胸高直径と樹冠長比を変数として枝重と葉重を簡略に求

める表を作成した。

キーワード:シラカンベ幹材積，樹冠部器官量，相対成長関係

はじめに

森林の生産力や成長量を検討する場合，樹木各器官の現存量や林分蓄積を正確に推定する

ことが必要となる。これらの推定は，対象とする林分から適当数の個体をサンプリングし，直

径などとの相対成長関係を求めて行なったり，あるいはサンプル個体をそれぞれのサイズ階の

標準的な個体とみなして推定に用いている。しかし調査毎に個体のサンプリングを行なうのは，

労力的に大変であり，また対象林分の保全上からも好ましくない。
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林分の現存量や蓄積を推定した研究は数多くあり(例えば只木・四手井， 1960; T ADAKI et 

al.， 1967)，樹木の地上部器官のうち幹重や幹材積は胸高直径と樹高を変数として精度よく推定

できることが明らかにされていて，生活形が同じであれば樹種による差は小さい (KIRA and 

SHIDEI，1967)。またある程度大きな個体では地上部重量に占める幹重の割合が大きく，地上部

重量についても胸高直径と樹高を変数として推定できる。一方地上部の器官のうち樹冠部を形

成する枝重と葉重は，胸高直径や樹高を変数として推定されることが多いが，この方法では精

度が低<，同じ樹種においても林分分離が生じる (TADAKI， 1966)。独立変数として生枝下直

径を用いると，少数の個体データでも推定精度が高〈林分分離もおきない (SHINOZAKIet al.， 

1964)が，生枝下直径は測定が困難で、，とくに枯れ上がりの進んだ個体では野外での正確な測

定は不可能である。そこでLOOMISet al. (1966)や MADGEWICKand KREH (1980)が行

なっているように，容易に測定でき生枝下直径に関連がある樹木のサイズを組合せ，樹冠部器

官量を推定する方法が考えられる。この方法が可能ならば，一度個体のサンプリングを行ない

一般式を求めておけば，その他のサンプリングを行なわずに林分の地上部器官量を推定するこ

とができる。

本報告では，天然生のシラカンパの個体サンプリングを行ない，地上部の各器官量を求め，

容易に測定できるサイズを用いてそれらとの相対成長関係について検討した。またやや概算的

であるが，各器官量を簡略に推定する方法について検討した。

調査地と方法

個体のサンプリングは，北海道大学雨龍地方演習林で行なった。サンプル個体数は 30個体

であるが，そのうち円盤を採取し樹幹析解を行なった個体は 26個体で，樹冠部分の器官量を測

定した個体は 22個体であった。サンプル個体の概略は表ー1に示す。サンプル個体は胸高直径，

樹高，生枝下高および生枝下直径を測定し，樹幹析解に用いる円盤は個体の大きさに応じて0.5

-2m毎に採取した。樹冠部分は枝と葉に分け野外で生重を測定し，各器官少量のサンプルを

採取し乾燥きせ，乾燥重量を求めた。一部のサイズの小きな個体については，樹冠部分すべて

を持ち帰り，枝と葉の乾燥重量を決定した。また各器官量と胸高直径などのサイズとの相対成

長関係を求める際には，小見山ら(1992)によ

るシラカンパ5個体のデータを含めた。これら

のデータも含め，サンプル個体のサイズは胸高

直径が0.1-29.5cm，樹高がl.3-20‘8mで

あった。

また雨龍地方演習林と北海道大学天塩地方

演習林で天然生シラカンパ林43林分の毎木調

査を行ない，林分成長とともにほぼ一定となる

表-1 サンプル個体の概略

Table 1. Dimensions of sampled trees 

Dimension Min. Max. 

D(cm) 0.1 25.9 
H(m) 1.3 20.8 
Hb(m) 0.4 12.6 
Wb(kg) 0.003 71.122 
W，(kg) 0.008 9.395 

Abbreviations : see in the text. 



シラカンパの地上部器官量の推定(渋谷・松田)

傾向が認められている林分葉量について，本研

究で求めた相対成長式を用いて検討した。両演

習林は汎針広混交林帯に属し(図-1 )，年平均

気温と年降水量は，雨龍地方演習林が3.0.C，

l，540mmであり，天塩地方演習林は 5.7.C，

Tesbio Experimental Forest 

図自1 調査地の位置
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l，OOOmmである(北海道大学農学部附属演習

林， 1992)。調査林分の概況は表一2のようであ

り，調査面積は個体の大きさに応じて25-2，

500 m'とした。調査項目は胸高直径と樹高およ

び生枝下高である。調査したシラカンパ林の多

くは標高200-350mの平坦地あるいは傾斜の

緩い斜面上に位置し，シラカンパの胸高断面積

比は， 43林分中 39林分で80%以上であった。

Fig. 1. Locations of the Uryu and Teshio 
Experimental Forests 

なお本論では，対数は常用対数を用いた。

表-2 調査林分の概況
Table 2. Outline of investigated stands 

Stand characteristics Ranges of the charateristics 

Density (l/ha) 
Mean D (cm) 
Mean H (m) 
Basal area (m'/ha) 

Min. Max. 

507 
1.5 
3.3 
8.45 

34，000 
25.0 
20.6 
39.2・

• This value is exceptionaI because of the border-effect， and 33.4 m2/ha may be 
appropriate in the present data. 

結果

i )幹量の推定

シラカンパの地上部器官のうち，本研究では幹材積，枝重，葉重を取り上げ，推定式につ

いて検討した。幹材積 (VS) については従来よく用いられている胸高直径(D)と樹高 (H)

を独立変数とし，相対成長関係を求めた。結果は図ー2に示した。推定式は

log Vs==0.932Iog(D2H) -4.215 (r2=0.998) (1) 

であり，幹材積については精度よく推定が可能である。また四大学合同調査班 (1960)によっ

て指摘きれているこの関係からの小径木の逸脱は顕著には認められなかった。相対成長係数と

切片は，小見山ら(1992)が林齢約 100年生の落葉広葉樹林で求めた値とほぼ同じであり，大

畠 (1991)に比べると相対成長係数がやや小きいが，落葉広葉樹については種聞の差は小さい
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といえる。幹重を求めるためには材積に比重を乗じればよいが，これまでの調査例 14林分(加

藤ら， 1965;吉村・古本， 1973;高橋ら， 1974;外館， 1977)から(乾燥重量/幹材積)比の平

均値を求めると約480kg/m3であり，これから幹重を算出できる。
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ii)枝量，葉量の推定

図-2 個体材積 (Vs)と胸高直径，樹高 (D2H)
との相対成長関係

Fig. 2. AlIometry between stem vo¥ume and 
combination of diameter at breast 
height and tota¥ height (D2H) 

枝重 (Wb)，葉重 (W!) と生枝下直径 (Db) との関係を図-3に示した。これらの関係も

ばらつきの小さい回帰が得られ，回帰直線はそれぞれ

log Wb= l. 426Iog(D~) -l.998 (r2=0.991) (2) 

log Wf=l.076Iog(m) -l. 756 (r2=0.977) (3) 

であった。しかし上述した通り生枝下直径の測定は，個体を伐倒しないと困難な場合が多い。

そこでMADGEWICKand KREH (1980)や SHIBUYA(1992)が示したように，生枝下直径と

関連の強い測定可能なサイズを組合せて，樹冠部の器官量を推定する方法が考えられる。本論

では胸高直径と樹高と樹冠長 (H-Hb) を独立変数として，次のような重回帰式を求めた。

log Wb=2.473Iog(D)一1.301Iog(H)+ 1. 7091og(H -Hb) -1.914 (r2=0. 987) 

( 4 ) 

log Wf=l.384Iog(D) -l.0721og(H) +2.0l3Iog(H-凡)-l.701 (r2=0.983) 

( 5 ) 

両式とも決定係数が高しこれらの式を用いれば，比較的容易に測定できる個体サイズから樹

冠部器官量を推定することが可能である。ただしここで用いた 27個体のうち 13個体は

SHlBUY A (1992)と同じデータであるにもかかわらず， (4)， (5)式の係数は， 13個体から

求められた推定式 (6)，(7)式の係数とは大きく異なっている。とくに葉重の場合に顕著で，

より樹冠長の影響が大きくなっている。

log Wb=2.925Iog(D) -l.030Iog(H) +0.504Iog(H-Hb)ーl.667 ( 6 ) 
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図-3 枝重 (Wb)，葉重 (W，)と生枝下直径 (Db) の関係

Fig. 3. Allometries between branch mass (Wb)， foliage mass (W，) and diame. 
ter at live crown base (Db) 

表-3 枚重，葉重の推定式の偏相関係数
Table 3. Partial correlation coefficients of estimation equations of crown 

component organs' masses 

Crown component 

Branch mass 
Foliage mass 

rDoH rH・w fHbOW 

0.843" 
0.705" 

-0.620・ホ
-0.595" 

0.791・・
0.853" 

..Significant at 1% level. 
A partial correlation coefficient between a crown component mass and D is 
expressed as r D・w，and so forth. 

log Wf=2.376Iog(D) -1. 834Iog(H) + 1. 1501og(H -Hb)ー1.228 (7) 

幹材積の推定式は種聞の差も小さく安定した関係であるのに比較し，樹冠部器官量の推定式は，

対象とするデータによる変化が大きくより不安定な傾向があるようである。樹冠部器官量を推

定しようとする場合，解析に用いられるデータの性質とデータ量に注意をはらう必要があるで

あろう。各サイズと枝重，葉重との偏相関(表-3)については，両器官重とも胸高直径および

樹冠長と正の相闘が認められ，樹高とは負の相闘が認められる。枝重，葉重とも胸高直径と樹

冠長の成長とともに増大し，また樹高は個体内における生枝下高の相対的な位置を決定する要

因として作用していると考えられる。 SHIBUYA(1992)の結果に比較すると，樹高と樹冠長の

相関係数の絶対値が大きく有意な関係を示しているが，全体的な傾向は同じであるといえる。

また枝重は胸高直径と，葉重は樹冠長とより高い相関を示し，葉に比べると枝がやや蓄積器官

としての性格が強いことがうかがわれる。
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左図:SHlBUYA (1992)の結果にしたがい算出した林分葉量，

右図:本結果から算出した林分葉量。

Fig. 4. Frequency distribution of stand foliage mass 
Stand foliage masses of left and right figures were caIculated 
ba民don S HIBUYA'S (1992) and the present study results， respectively. 

図-4

iii)林分枝量，葉量について

シラカンパ林43林分の林分葉量を算出した結果を図-4に示した。林( 5 )式を用いて，

平均葉量は 3.14t /ha モードは 3.0-3.5t /ha階で，分葉量は1.24-6.03t /haに分布し，

1966)。またこの算出方法でであり，落葉広葉樹林としては一般的な葉量であった (TADAKI，

は， SHIBUY A (1992)の場合と同様に，成長段階の進んだ疎な林分で葉量が大きい傾向がみら

れた。(4 )式から算出した林分枝量は， 1.40-31.44 t/haであり，全林分で葉量より大きかっ

(図ー5)。た。また葉量に比べると，林分成長とともに急激に増大する傾向がみられた

察

シラカンパの材積表が作成できる(表-4)。

樹高が1.3-20.8m (表一1)であり，相

考

i)シラカンパの立木幹材積褒

(1)式から，胸高直径と樹高を変数として，

サンプル個体のサイズは，胸高直径が0.1-29.5cm，

1965)，非常に対成長関係はこのサイズ幅以上に拡張すべきではないが(WHITEand GOULD， 

ぱらつきの少ない安定した関係であるので，胸高直径2-40cm，樹高2-25mまでの幹材積を

示した。また幾何平均は算術平均より小きいため，対数変換による推定は過小推定となる傾向

があるが，林学分野でも生態学分野でも多くの場合補正せずに推定値を用いていることが多い。
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Wb 表-4では対数変換に対する補正は行なってい

Wf (t/ha) ない。
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北海道では中島式立木幹材積表 (1958)が

利用されることが多いが，それと比較すると，

(1)式による推定値は，胸高直径16cmで平

均 6.4%，24 cmで10.6%，36 cmで14.5%小

きかった。表示桁数の違いのため 14cm未満の

比較はできないが，胸高直径階が大きくなると

(1)式による推定値は中島式に比べ相対的に

小きくなる傾向が認められる。対数変換による

影響もあると考えられ， BASKERVILLE (1972) 

や BEAUCHAMPand OLSON (1973)の例によ

ると対数変換によるバイアスは 10-20%程度

の過小推定とされているが，シラカンパに関し

10 20 40 ては中島式立木幹材積表はやや過大である可能

Basa l area (mγha) 性も考えられる。上述したように多くの場合は
図-5 林分枝量，葉量と胸高断面積合計の関係

対数変換による影響を補正せずに推定が行なわFig. 5. Relations between stand branch mass， 
stand foliage mass and basal area れることが多<.ここでもその見解にしたがい，

表-4をそのまま用いることとするが，さらにデータ数を増やし対数変換の影響について検討す

ることも必要である。使用する幹材積表が過大な場合，立木収穫調査の場合は歩止り率で調整

するという方法もあるが，林分蓄積や収穫材積を正確に把握しなければならない場合は，シラ

カンパについてはとりあえず表 4を利用するのがよいであろう。

ii)簡略な枝量，葉量の推定方法

枝重と葉重については， (4)， (5)式のように胸高直径と樹高と生枝下高を変数として推

定するのがよいが，野外調査時に樹高と生枝下高を全個体について測定するのは容易ではない。

一般にカンパ林では林床にササが繁茂することが多いため，とくに測定が困難なことが多い。

しかし SHIBUYA (1992)によるように，樹高に対する樹冠長の比(以下樹冠長比とする)と胸

高直径を独立変数とした重回帰分析により樹冠部器官量を概略的に推定することは可能で、あ

り，樹冠長比は目測によっても測定できるから，この方法によって大雑把であるが林分樹冠部

器官量を推定することは可能である。樹冠長比を樹高と生枝下高から算出し，本論で用いたサ

ンプル個体のデータで樹冠部器宮量を推定した式は次のようであり，これらからシラカンパの

個体技量と葉量を求めた結果を表-5， 6に示したo

log Wb =2. 738Iog(D) + 1. 540log (1-H/Hb) -1. 796 (r2=0.987) ( 8 ) 

log Wf= 1. 995Iog(D) + 1.623Iog(1-H/Hb) -1.429 (r2=0. 979) ( 9 ) 
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表-4 シラカンパの幹材積表
Table 4. Stem volume table for Betula Platyphylla var. japonica 

ぷ1fh! 2 4 6 8 lO 12 14 16 18 

2 0.0004 0.0015 

3 0.0006 0.0023 0.0048 
4 0.0008 0.0029 0.0063 0.0107 

5 0.0010 0.0036 0.0077 0.0132 0.0200 0.0281 

6 0.0012 0.0043 0.0091 0.0156 0.0237 0.0333 0.0444 

7 0.0014 0.0050 0.0106 0.0181 0.0274 0.0385 0.0513 0.0658 0.0819 

8 0.0015 0.0056 0.0120 0.0205 0.0310 0.0436 0.0581 0.0745 0.0928 

9 0.0017 0.0063 0.0134 0.0228 0.0346 0.0486 0.0648 0.0831 0.lO35 

10 0.0019 0.0069 0.0147 0.0252 0.0382 0.0536 0.0715 0.0917 0.1142 

11 0.0161 0.0275 0.0417 0.0586 0.0781 0.lO02 0.1249 

12 0.0175 0.0299 0.0453 0.0636 0.0847 0.1087 0.1354 

13 0.0188 0.0322 0.0488 0.0685 0.0913 0.1171 0.1459 

14 0.0202 0.0345 0.0522 0.0734 0.0978 0.1255 0.1563 

15 0.0215 0.0368 0.0557 0.0783 0.1043 0.1338 0.1667 

16 0.0592 0.0831 0.1108 0.1421 0.1771 

17 0.0626 0.0880 0.1173 0.1504 0.1873 

18 0.0660 0.0928 0.1237 0.1586 0.1976 

19 0.0695 0.0976 0.1301 0.1668 0.2078 

20 0.0729 0.1024 0.1364 0.1750 0.2180 

21 0.1832 0.2281 

22 0.1913 0.2383 

(To be continued) 

(Continued) 

試!fR! 20 22 24 26 28 30 32 34 36 

8 0.1129 
9 0.1260 0.1505 

lO 0.1390 0.1661 0.1953 0.2268 0.2604 

11 0.1520 0.1815 0.2135 0.2478 0.2846 

12 0.1648 0.1968 0.2315 0.2688 0.3086 
13 0.1776 0.2121 0.2495 0.2896 0.3325 0.3782 0.4265 0.4776 

14 0.1903 0.2273 0.2673 0.3103 0.3563 0.4052 0.4570 0.5117 
15 0.2029 0.2424 0.2851 0.3309 0.3800 0.4321 0.4874 0.5457 0.6071 
16 0.2155 0.2574 0.3027 0.3515 0.4035 0.4589 0.5176 0.5796 0.6447 
17 0.2280 0.2724 0.3203 0.3719 0.4270 0.4856 0.5477 0.6133 0.6822 

18 0.2405 0.2873 0.3379 0.3922 0.4504 0.5122 0.5777 0.6468 0.7196 
19 0.2529 0.3021 0.3553 0.4125 0.4737 0.5387 0.6076 0.6803 0.7568 
20 0.2653 0.3169 0.3727 0.4327 0.4969 0.5651 0.6373 0.7136 0.7938 
21 0.2777 0.3317 0.3901 0.4529 0.5200 0.5914 0.6670 0.7468 0.8308 
22 0.2900 0.3464 0.4074 0.4729 0.5430 0.6176 0.6965 0.7799 0.8676 
23 0.3022 0.3610 0.4246 0.4930 0.5660 0.6437 0.7260 0.8129 0.9043 
24 0.3145 0.3756 0.4418 0.5129 0.5889 0.6698 0.7554 0.8458 0.9409 
25 0.3267 0.3902 0.4589 0.5328 0.6118 0.6957 0.7847 0.8786 0.9774 

(To be continued) 
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(Continued) 

ぷ!11! 38 40 

15 0.6715 0.7389 
16 0.7131 0.7847 
17 0.7546 0.8030 
18 0.7959 0.8758 
19 0.8370 0.9211 
20 0.8780 0.9662 
21 0.9189 1. 0111 
22 0.9596 1.0559 
23 1.0002 1.1006 
24 1.0407 1.1452 
25 1.0811 1.1896 

Volume unit : m3 

これらの式でも決定係数が高い関係が得られ，

表には胸高直径2-40cm，樹冠長率0.2-0.8

の個体について枝重と葉重を示した。葉重に比

べると枝重は個体サイズとともに急激に増大す

る。これらの表により近似的に林分樹冠部器官

量を把握できるが，本論のサンプル個体は比較

的密度の高い林分のものが多いため，表-5， 6 

は密度の低い疎な林分にはあまり適用しない方

がよいであろう。樹冠部器官量の推定式につい

ては，きらにデータを増やしもっとも平均的な

推定式を定めるか，あるいは林分のこみ方別の

推定式を求めることが今後の課題であろう。

主で
0.2 
0.3 
0.4 
0.5 
0.6 
0.7 
0.8 

(Continued) 

広で
0.2 
0.3 
0.4 
0.5 
0.6 
0.7 
0.8 

表-5 簡略な求め方によるシラカンパの個体枝重
Table 5. Approximate estimations of branch masses of 

Betula platyphylla var. japonica trees 

2 4 6 8 10 12 14 

0.009 0.060 0.181 0.399 0.734 1.210 1.845 
0.017 0.112 0.339 0.744 1.371 2.259 3.444 
0.026 0.174 0.527 1.159 2.135 3.517 5.364 
0.037 0.245 0.743 1.634 3.010 4.959 7.563 
0.049 0.324 0.984 2.164 3.986 6.566 10.014 
0.062 0.411 1.248 2.743 5.054 8.325 12.697 
0.076 0.505 1.533 3.370 6.207 10.226 15.595 

20 22 24 26 28 30 32 

4.899 6.359 8.070 10.047 12.307 14.866 17.739 
9.146 11.872 15.066 18.757 22.977 27.754 33.118 
14.242 18.489 23.462 29.211 35.781 43.221 51.574 
20.082 26.069 33.081 41.187 50.451 60.941 72.719 

16 18 I 

2.659 
4.965 6.85 
7.731 10.673 
10.901 15.049 
14.434 19.927 
18.301 25.265 
22.478 31.032 

(To be continued) 

34 36 

20.942 24.489 
39.097 45.720 
60.886 71.200 
85.484 100.391 

26.590 34.518 43.803 54.535 66.802 80.691 96.286 113.670 132.926 
33.713 43.764 55.537 69.144 84.697 102.307 122.079 144.121 168.535 
41.408 53.754 68.214 84.927 104.031 125.660 

(To be continued) 
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(Continued) 

lおで 38 40 

0.2 28.396 32.678 
0.3 53.014 61.008 
0.4 85.559 95.007 
0.5 116.407 133.958 
0.6 154.134 177.373 
0.7 195.424 224.889 

Mass unit : kg 
Cl-ratio indicates a ratio of crown length to 
total height. 

表-6 簡略な求め方によるシラカンパの個休業重
Table 6. Approximate estimations of foliage masses of 

Betula plaゆかllavar. japonica trees 

主で 2 4 6 6 

0.2 0.011 0.043 0.098 0.173 
0.3 0.021 0.084 0.188 0.334 
0.4 0.034 0.134 0.300 0.533 
0.5 0.048 0.192 0.432 0.766 
0.6 0.065 0.258 0.580 1.030 
0.7 0.083 0.332 0.745 1.323 
0.8 0.103 0.412 0.925 1.642 

(Continued) 

むで 20 22 24 26 

0.2 1.078 1.304 1.551 1.820 
0.3 2.082 2.518 2.995 3.514 
0.4 3.320 4.015 4.777 5.604 
0.5 4.768 5.767 6.861 8.049 
0.6 6.410 7.753 9.223 10.820 
0.7 8.232 9.956 11.844 13.895 
0.8 10;223 12.364 14.709 17.256 

(Continued) 

むで 38 40 

0.2 3.881 4.299 
0.3 7.493 8.301 
0.4 11.950 13.238 
0.5 17.164 19.014 
0.6 23.073 25.560 
0.7 29.630 32.823 

Mass unit : kg 
Cl-ratio indicates a ratio of crown length to 
total height. 

8 10 12 14 18 

0.270 0.389 0.529 0.691 0.874 
0.522 0.751 1.022 1.334 1.687 
0.833 1.198 1.629 2.127 2.690 
1.196 1. 721 2.340 3.055 3.864 
1.608 2.313 3.146 4.107 5.195 
2.064 2.970 4.040 5.274 6.671 
2.564 3.689 5.017 6.549 8.285 

(To be continued) 

28 30 32 34 36 

2.110 2.422 2.754 3.109 3.484 
4.074 4.675 5.318 6.002 6.727 
6.497 7.456 8.481 9.572 10.728 
9.332 10.709 12.181 13.748 15.409 
12.544 14.396 16.375 18.480 20.713 
16.109 18.487 21.028 23.732 26.599 
20.006 22.959 

(To be continued) 
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Summary 

Estimation equations of individual stem volumes and branch and foliage masses of natural 

white birch (Betulaρlatyphylla var. japonica) trees were determined from the allometries between 
those organs' quantities and some tree dimensions. lndividual stem volumes were estimated 

precisely from the allometry between those quantities and D2H (D : diameter at breast height， H 

total height). Branch and foliage masses of individual trees were calculated by multiple 

regressions on D， H and crown length， and those masses can also be estimated from those tree 

dimensions which can be measured without great effort in the field. Although the partial 

correlation coefficients between crown organs' masses and D and crown length were positive， 

total height has a strong effect in determining the relative position of the ¥ive crown base of an 

individual tree. The mean foliage biomass of natural white birch stands was about 3tjha， very 

moderate for a deciduous broadleaved stand. 

Based on the results of the present study， a stem volume table and approximate estimation 

tables of branch and foliage masses of white birch trees were prepared. 


